
３　年齢構成

表１０　職種別年齢構成 （単位：人）

職種 20歳未満 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60歳以上 計

保 健 師 0 149 175 216 182 88 810

割 合 - 18.4% 21.6% 26.7% 22.5% 10.9% 100.0%

(再掲：男性) - 5 8 3 2 0 18

助 産 師 - 77 91 88 90 52 398

割 合 - 19.3% 22.9% 22.1% 22.6% 13.1% 100.0%

(再掲：男性) - - - - - - -

看 護 師 - 3,118 3,605 4,949 4,485 2,384 18,541

割 合 - 16.8% 19.4% 26.7% 24.2% 12.9% 100.0%

(再掲：男性) - 237 453 557 199 69 1,515

准 看 護 師 22 392 605 1,061 1,435 1,625 5,140

割 合 0.4% 7.6% 11.8% 20.6% 27.9% 31.6% 100.0%

(再掲：男性) - 96 119 114 71 39 439

計 22 3,736 4,476 6,314 6,192 4,149 24,889

割 合 0.1% 15.0% 18.0% 25.4% 24.9% 16.7% 100.0%

(再掲：男性) - 338 580 674 272 108 1,972

表１１　職種別従事期間　 (単位：人)

職種
再就業
～２年

転職
～２年

新卒
～１年

新卒
１～２年

その他
～２年

２年以上 計

保 健 師 22 55 9 36 25 663 810

助 産 師 7 29 3 22 10 329 400

看 護 師 632 1,647 137 699 600 14,823 18,538

准 看 護 師 196 393 41 145 97 4,268 5,140

計 857 2,124 190 902 732 20,083 24,888

資料　衛生行政報告例（令和６年１２月末）

　　４０歳代（２４，８８９人中６，３１４人［２５．４％］）が最も多い。
　　職種別にみると、保健師は４０歳代（８１０人中２１６人［２６.７％］）、助産師は
　３０歳代（３９８人中９１人［２２．９％］）、看護師は４０歳代（１８，５４１人中
　４，９４９人［２６.７％］）、准看護師は６０歳以上（５，１４０人中１，６２５人
　［３１．６％］）が最も多い。
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１　病院における看護職員の従事状況

（１）令和６年度の採用状況（正規雇用看護職員）

　

（単位：人）

※「新卒者」とは、看護師等学校養成所を卒業し、初めて就業する者

表２　年齢別採用状況 （単位：人）

（２）令和６年度の退職状況（正規雇用看護職員）

　

表３　職能別退職状況 （単位：人）

区　分

募　集

採　用

新卒者※

県外養成所卒 1 8 71 3 83

1,3672191,112

区　分

退　職

144

22

2.8%

1,553

1,231

482

229

17

1,290

1,061

442

31

第２章　看護職員の従事状況

　看護職員の令和６年度の従事状況を把握するため、県内全ての病院及び訪問看護事業所
を対象として、採用者及び退職者の状況について調査を行った。

調査年月日 調査対象 送付数 回収数 回収率

令和7年7月～10月
県内病院 136 136 100.0%

県内訪問看護事業所 181 133 73.5%

　令和６年度は、募集人数１，５５３人に対し、採用人数は１，２３１人である。
　職種別でみると、看護師が１，０６１人で最も多く、次いで准看護師１４４人、助
産師２３人、保健師３人となっている。
　また、年齢別でみると、２０歳代が６７９人（５５．２％）、３０歳代が１８１人
（１４．７％）、４０歳代が２０６人（１４．７％）となっており、２０歳代から４
０歳代が全採用者の８６．６％を占めている。

表１　職能別採用状況

60歳以上 計

15 679 181 206 116 34 1,231

20歳未満 20～29歳 30～39歳 40～49歳

准看護師 計

100.0%

　令和６年度の退職者は１，３６７人である。
　勤務年数別でみると「１～５年」が５６６人（４１．４％）で最も多く、年齢別で
みると「２０～２９歳」が４５９人（４１．４％）で最も多い。
　退職者のうち「自己都合による退職」が９割以上を占め、自己都合退職の理由とし
ては、「他の職場（看護職）への興味」、「健康上の理由（身体的）」、「転居」、
「健康上の理由（精神的）」が多い。また、年齢が上がるほど、「健康上の理由（身
体的）」が多く、年齢が若いほど「他の職場（看護職）への興味」、「転居」が多
い。新卒者においては、「健康上の理由（精神的）」、「他の職場（看護職）への興
味」が多い。

1.2% 55.2% 14.7% 16.7% 9.4%割　合

保健師 助産師 看護師

3

3

1

23

自己都合

保健師

50～59歳

204 1,252

2 34

2 29 1,017

助産師 看護師 准看護師 計

年　齢

人　数
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表４　退職時の勤務年数

表５　退職時の年齢

表６　自己都合退職の理由（複数回答） （単位：人）

（単位：人）

6

2

44

0

7

2

0

0

0

0

1

5

0

3

7

128

299

62

13

35

2

20

70

2

5

8

15

3

34

67

0 83

51 133

6 104

64

1

5

1

0

1

63

17

205

0

1

合計

0

0

1

1

0

0

1

0

55

23

18

49

7

60

117

32

10

41

12

15

6

43

60

21年以上 計

人　数 222 566 227 112 76 164 1,367

勤務年数 １年未満 １～５年 ６～10年 11～15年 16～20年

12.0% 100.0%

年　齢 20歳未満 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60歳以上 計

割　合 16.2% 41.4% 16.6% 8.2% 5.6%

（単位：人）

189 1,367

割　合 0.7% 33.6% 19.7% 17.6% 14.7% 13.8% 100.0%

人　数 9 459 269 240 201

転　　居

他の職場（看護職）への興味

他職種への興味

キャリアアップ目的

給与についての不満

休暇についての不満

超過勤務、夜勤の負担

1

0

0

0

28

人間関係の悩み

自分の適性・能力への不安

医療事故や責任の重さへの不安

その他　※

～19歳 20代 30代

1

0

0

0

20

16

6

6

0

5

結　　婚

出産・育児

健康上の理由（身体的）

健康上の理由（精神的）

親族の健康・介護

7

2

64

12

3

9

0

3

50代

11

15

1

37

2

18

23

0

6

23

11

9

26

0

1

※ 家庭の事情、家庭環境の変化、都会への憧れ、通勤の負担、職場への不満（異動辞令
等）、業務負担、死亡退職、看護部方針との不一致　等

60歳～

21

17

14

63

10

1

13

新卒
（再掲）

0 0

10 1

40代

12

24

10

53

7

2

6

2

1
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表４　退職時の勤務年数

表５　退職時の年齢

表６　自己都合退職の理由（複数回答） （単位：人）

（単位：人）
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44
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0

0
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5

0

3

7

128

299
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13

35

2

20

70

2

5

8

15

3

34

67

0 83

51 133

6 104
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1

5

1

0

1

63

17

205

0

1

合計

0

0

1

1

0

0

1

0

55

23

18

49

7

60

117

32

10

41

12

15

6

43

60

21年以上 計

人　数 222 566 227 112 76 164 1,367

勤務年数 １年未満 １～５年 ６～10年 11～15年 16～20年

12.0% 100.0%

年　齢 20歳未満 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60歳以上 計

割　合 16.2% 41.4% 16.6% 8.2% 5.6%

（単位：人）

189 1,367

割　合 0.7% 33.6% 19.7% 17.6% 14.7% 13.8% 100.0%

人　数 9 459 269 240 201

転　　居

他の職場（看護職）への興味

他職種への興味

キャリアアップ目的

給与についての不満

休暇についての不満

超過勤務、夜勤の負担

1

0

0

0

28

人間関係の悩み

自分の適性・能力への不安

医療事故や責任の重さへの不安

その他　※

～19歳 20代 30代

1

0

0

0

20

16

6

6

0

5

結　　婚

出産・育児

健康上の理由（身体的）

健康上の理由（精神的）

親族の健康・介護

7

2

64

12

3

9

0

3

50代

11

15

1

37

2

18

23

0

6

23

11

9

26

0

1

※ 家庭の事情、家庭環境の変化、都会への憧れ、通勤の負担、職場への不満（異動辞令
等）、業務負担、死亡退職、看護部方針との不一致　等

60歳～

21

17

14

63

10

1

13

新卒
（再掲）

0 0

10 1

40代

12

24

10

53

7

2

6

2

1

２　訪問看護事業所における看護職員の従事状況

（１）令和６年度の採用状況（正規雇用・非正規雇用看護職員）

【参考】その他の職員

※「新卒者」とは、看護師等学校養成所を卒業し、初めて就業する者

表９　年齢別採用状況 （単位：人）

（２）令和６年度の退職状況（正規雇用・非正規雇用看護職員）

　

表１０　職能別退職状況 （単位：人）

(単位：人)

71 8 84

看護補助者

12

看護師 准看護師 計

看護師

201

176

1

准看護師

176

146

1

　令和６年度の退職者は１１９人である。
　勤務年数別でみると、５年以内の退職が７８．２％を占めており、年齢別でみる
と、４０歳代が４５人（３８．５％）で最も多い。
　退職者のうち「自己都合による退職」が９割以上を占め、自己都合退職の理由とし
ては、「他の職場（看護職）への興味」、「健康上の理由（身体的）」、「自分の適
性及び能力への不安」が多い。

保健師

区　分

退　職

(単位：人)

(単位：人)

言語
聴覚士

事務 その他

253

表８　職能別採用状況

109 56 14 64

自己都合

保健師 助産師

4 0

5 0

10

准看護師

74

計

843

区　分

23

助産師

0

看護師

746

助産師保健師

募　集

採　用

新卒者※

理学
療法士

50～59歳

3

5

0

0

00

計

22

25

0

計

60歳以上

9.8% 100.0%割　合 0.0% 11.6% 20.1% 32.9% 25.6%

年　齢 20歳未満 20～29歳 30～39歳 40～49歳

  令和６年度は、募集人数２０１人に対し、採用人数は１７６人である。
　職種別でみると、看護師が１４６人、准看護師が２５人となっている。
　また、年齢別でみると、４０歳代が５４人（３２．９％）で最も多く、次いで
５０歳代が４２人（２５．６％）である。新卒者の採用は、看護師１名（非正規雇
用）であった。

表７　現員数（令和７年４月１日現在）

作業
療法士

60 7 71

計

人　数 0 19 33 54 42 16 164
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表１１　退職時の勤務年数 (単位：人)

表１２　退職時の年齢 (単位：人)

表１３　自己都合退職の主な内容 (単位：人)

※1 適性：自分の価値観や性格等が訪問看護の仕事内容にあっているかどうか（向き不
          向き、やりがい、運転が苦手等）
※2 能力：訪問看護に求められる看護知識、技術、判断など（コミュニケーション能
          力、アセスメント能力等）
※3 新規事業所開設、土日休み希望、家庭の事情　等

自分の能力
※2

への不安 0 0 0 5 2 1 8 0

その他
※3 0 0 2 2 5 3 012

医療事故や責任の重さへの不安 0 0 0 0 0 0 00

0 14

自分の適性
※1

への不安 0 0 1 5 1 1

人間関係の悩み 0 0 1 1 2

08

超過勤務、夜勤の負担 0 0 0 0 0 0 00

休暇についての不満 0 0 0 0 0 0 00

0 03

給与についての不満 0 0 1 2 0 0

キャリアアップ目的 0 0 1 2 0

03

他職種への興味 0 0 0 2 1 1 04

他の職場（看護職）への興味 0 1 4 12 8 2 027

0 07

転　　居 0 1 1 4 1 1

親族の健康・介護 0 0 0 3 4

08

健康上の理由（精神的） 0 2 0 3 2 1 08

健康上の理由（身体的） 0 1 1 2 3 6 013

0 01

出産・育児 0 1 1 0 0 0

結　　婚 0 1 0 0 0

02

～19歳 20代 30代 40代 50代 60歳～ 新卒
（再掲）

合計

22 2

割　合 0.0% 5.9% 10.9% 37.8% 25.2% 18.5% 1.7%

人　数 0 7 13 45 30

年　齢 20歳未満 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60歳以上 不明

割　合 39.5% 38.7% 11.8% 2.5% 1.7% 100.0%

計

119

100.0%

計

119

21年以上 不明

人　数 47 46 14 3 2 4 3

勤務年数 1年未満 1～5年 6～10年 11～15年 16～20年

3.4% 2.5%
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表１１　退職時の勤務年数 (単位：人)

表１２　退職時の年齢 (単位：人)

表１３　自己都合退職の主な内容 (単位：人)

※1 適性：自分の価値観や性格等が訪問看護の仕事内容にあっているかどうか（向き不
          向き、やりがい、運転が苦手等）
※2 能力：訪問看護に求められる看護知識、技術、判断など（コミュニケーション能
          力、アセスメント能力等）
※3 新規事業所開設、土日休み希望、家庭の事情　等

自分の能力
※2

への不安 0 0 0 5 2 1 8 0

その他
※3 0 0 2 2 5 3 012

医療事故や責任の重さへの不安 0 0 0 0 0 0 00
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自分の適性
※1
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人間関係の悩み 0 0 1 1 2
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超過勤務、夜勤の負担 0 0 0 0 0 0 00

休暇についての不満 0 0 0 0 0 0 00

0 03

給与についての不満 0 0 1 2 0 0

キャリアアップ目的 0 0 1 2 0

03

他職種への興味 0 0 0 2 1 1 04

他の職場（看護職）への興味 0 1 4 12 8 2 027

0 07

転　　居 0 1 1 4 1 1

親族の健康・介護 0 0 0 3 4

08

健康上の理由（精神的） 0 2 0 3 2 1 08

健康上の理由（身体的） 0 1 1 2 3 6 013

0 01

出産・育児 0 1 1 0 0 0

結　　婚 0 1 0 0 0

02

～19歳 20代 30代 40代 50代 60歳～ 新卒
（再掲）

合計

22 2

割　合 0.0% 5.9% 10.9% 37.8% 25.2% 18.5% 1.7%

人　数 0 7 13 45 30

年　齢 20歳未満 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60歳以上 不明

割　合 39.5% 38.7% 11.8% 2.5% 1.7% 100.0%
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計

119

21年以上 不明

人　数 47 46 14 3 2 4 3

勤務年数 1年未満 1～5年 6～10年 11～15年 16～20年

3.4% 2.5%

３　専門性の高い看護職員の従事状況

（１）病院における認定看護師の配置状況

表１４　病院における認定看護師従事者数（令和７年４月現在）

（２）訪問看護事業所における認定看護師の配置状況

表１５　訪問看護事業所における認定看護師従事者数（令和７年４月現在）

分
野
別
認
定
者
数
（

実
）

精神科看護

0
在宅ケア 0
感染管理 0
糖尿病看護 0

感染管理 0
糖尿病看護 0

0
乳がん看護 0

摂食・嚥下障害看護 0 摂食嚥下障害看護 0

手術看護 0

新生児集中ケア

17

1

17
小児プライマリケア

  病院における認定看護師の従事者数は３００人であり、分野別で見ると、「感染管
理」が最も多く、次いで「緩和ケア（Ａ課程）」が多い。

がん性疼痛看護
がん化学療法看護
訪問看護
感染管理
糖尿病看護
不妊症看護

2
16

0

救急看護 13

がん薬物療法看護
在宅ケア
感染管理
糖尿病看護
生殖看護
新生児集中ケア

手術看護

新生児集中ケア
透析看護

0

生殖看護

  訪問看護事業所における認定看護師の従事者数は１３人であり、分野別で見ると、
「精神科看護」が最も多く、次いで「訪問看護（Ａ課程）」が多い。

0

8

6
5
2
4

0緩和ケア

摂食嚥下障害看護

心不全看護

0
0

脳卒中看護

0
訪問看護 2

認知症看護

0

集中ケア
皮膚・排泄ケア
緩和ケア

0

11
20
22
5
20
0

1
0
5
0
0
2

31

6
3

9
54

0

腎不全看護

乳がん看護

認定者数（実） 300

認定者数（実） 10
救急看護 0

クリティカルケア 0
集中ケア 0

1
0

がん放射線療法看護
呼吸器疾患看護

7

5
0

クリティカルケア 9

緩和ケア 1

皮膚・排泄ケア

0 新生児集中ケア 0
透析看護 0 腎不全看護 0

Ｂ
課
程

皮膚・排泄ケア 1
緩和ケア 0
がん性疼痛看護 0
がん化学療法看護

0
認知症看護 0 認知症看護 0
脳卒中リハビリ看護 0 脳卒中看護 0

小児救急看護 0

0
慢性呼吸器疾患看護 0 呼吸器疾患看護 0
慢性心不全看護 0 心不全看護 0

がん放射線療法看護 0

7

Ｂ
課
程

精神科看護

Ａ
課
程

分
野
別
認
定
者
数
（

実
）

Ａ
課
程

がん放射線療法看護

小児プライマリケア

手術看護

不妊症看護 0

皮膚・排泄ケア

がん薬物療法看護

認知症看護
脳卒中リハビリ看護
がん放射線療法看護
慢性呼吸器疾患看護
慢性心不全看護

手術看護
乳がん看護
摂食・嚥下障害看護
小児救急看護

乳がん看護 0
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（３）病院における特定行為研修修了看護師の配置状況

表１６　病院における特定行為研修修了看護師従事者数（令和７年４月現在）

（２）訪問看護事業所における特定行為研修修了看護師の配置状況

表１７　訪問看護事業所における特定行為研修修了看護師従事者数（令和７年４月現在）

  病院における特定行為研修修了看護師の従事者数は１８４人であり、区分別で
見ると、「栄養および水分管理関連に係る薬剤投与関連」が多く、次いで「感染
に係る薬剤投与関連」、「創傷管理関連」が多い。

  訪問看護事業所における特定行為研修修了看護師の従事者数は６人であり、区
分別で見ると、「栄養および水分管理関連に係る薬剤投与関連」が多く、次いで
「創傷管理関連」が多い。

区
分
別
修
了
者
数
（

延
）

栄養に係るカテーテル管理（中心静脈カテーテル管理）関連
栄養に係るカテーテル管理（末梢留置型中心静脈注射用カテーテル管理）関連

呼吸器（気道確保に係るもの）関連
呼吸器（人工呼吸療法に係るもの）関連
呼吸器（長期呼吸療法に係るもの）関連

循環動態に係る薬剤投与関連
精神および精神症状に係る薬剤投与関連
皮膚損傷に係る薬剤投与関連

ろう孔管理関連

創傷管理関連
創部ドレーン管理関連

18

5

184
42
53
43
3
0

7
18
23
18
59

動脈血液ガス分析関連

術後疼痛管理関連

18

1

26
25
1

52
6

162
68
31

0
0

6
1
3

創傷管理関連

0
0
3

胸腔ドレーン管理関連
腹腔ドレーン管理関連
ろう孔管理関連

0
1
4

栄養に係るカテーテル管理（中心静脈カテーテル管理）関連
栄養に係るカテーテル管理（末梢留置型中心静脈注射用カテーテル管理）関連

2

栄養および水分管理関連に係る薬剤投与関連
感染に係る薬剤投与関連
血糖コントロールに係る薬剤投与関連

0

0
0
1

術後疼痛管理関連
循環動態に係る薬剤投与関連
精神および精神症状に係る薬剤投与関連
皮膚損傷に係る薬剤投与関連

6
2

0
0

創部ドレーン管理関連
動脈血液ガス分析関連
透析管理関連

1

修了者数（実）

修了者数（実）

区
分
別
修
了
者
数
（

延
）

呼吸器（気道確保に係るもの）関連
呼吸器（人工呼吸療法に係るもの）関連
呼吸器（長期呼吸療法に係るもの）関連
循環器関連
心嚢ドレーン管理関連

循環器関連

透析管理関連
栄養および水分管理関連に係る薬剤投与関連
感染に係る薬剤投与関連
血糖コントロールに係る薬剤投与関連

心嚢ドレーン管理関連
胸腔ドレーン管理関連
腹腔ドレーン管理関連
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